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   高萩ぐるっと！わくわく婚活ツアー 参加者募集 

 真剣に結婚をお考えのあなた！ブランド牛や地物野菜のバーベキュー等、高萩
を満喫しながら、楽しく婚活してみませんか？素敵な出会いを求めている方は奮
ってご参加ください！！ 

日  時 
平成２７年９月１３日（日）10：00～17：00 

【集合・解散】高萩市文化会館ホワイエ（高萩６） 

会  場 花貫ふるさと自然公園＆市内観光地 

対  象 

３０代の独身男女 各２０名 

男性 
市内在住又は在勤で、事前講座※に参加できる方 
※９月１２日（土）13：00～15：00・総合福祉センターで開催予定 

女性 
年齢以外の条件なし。市外からの参加も歓迎 
※水戸発で、女性参加者を途中乗車させながら会場へ向かうバスが出ます 

参 加 料 男性 3,000 円／女性 1,000 円（当日支払） 

応募方法 

観光商工課に８月３１日（月）までに電話又はメールで申込 

◆必要事項：①氏名（ふりがな）②住所 ③年齢 ④日中連絡がとれる

電話番号（携帯可） 
※メールの場合、件名に『ハッピーサポート参加希望』と明記。 

後日、受付確認の電話をさせていただきます。 

備  考 
◆イベントの詳細は、市のホームページでも確認できます。 

◆応募多数の場合は厳正な抽選の上、電話又はメールでご連絡します。 

○応募・問合せ先  
高萩市役所 観光商工課 商工グループ 
ＴＥＬ ２３－７３１６  メール kan-syou@city.takahagi.lg.jp 
 

「寺子屋＠たかはぎ」学習支援ボランティア募集！ 

「寺子屋＠たかはぎ」は、経済的な理由等で塾に通えない子どものための無料の
学習塾です。６月１５日に開塾してから８回ほど教室を開いています。塾生２３名
の学習支援を１０名のボランティアで行っていますが、現在、塾の受け入れを待っ
ている子どもたちもいます。 

「経済的理由で子どもの夢が断たれることのない社会にしたい！」「がんばる子ど
もたちを応援したい！」このような思いを持つ方、ぜひご参加ください。 

日  時 毎週月曜日 16：00～19：00 

支援対象 
◆小学生（４～６年生）：算数・国語 ◆中学生：数学・英語 

◆高校生：数学・英語 

支援内容 
◆自主学習をベースに、個別にアドバイスします。 

◆教科書、ワークブックやドリル（学校付与）を中心に、学習を支援します。 

○申込・問合せ先 寺子屋＠たかはぎ 代表 松本 博充（元県立高校教員） 
ＴＥＬ ０９０－２４７１－１８７８  
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住宅耐震診断士派遣の募集期間を延長します 
高萩市木造住宅耐震診断士派遣事業 

お住まいの耐震診断を推進するため、診断士を派遣いたします。費用負担も少
ないので、お気軽にお申込みください。 

募集期間 平成２７年８月５日（水）から８月３１日（月）まで（土、日を除く） 

募集戸数 １６戸（先着順・定数になり次第締切） 

費  用 2,000 円（個人負担金はこれだけです。これ以外は市で負担します） 

申込資格 

要件全てを満たす木造住宅の所有者で、市税の滞納の無い方 
①１戸建て住宅又は店舗等併用住宅 
②建築確認が昭和５６年５月３１日以前 
③震災の影響が少ない建物（り災証明：一部損壊、無被害） 
◆その他条件があります。詳細はお問い合わせください。 

※悪質業者の勧誘にご注意ください。市職員が訪問や電話で勧誘することはありません。 

○問合せ先 高萩市役所 都市整備課 建築指導検査グループ 
ＴＥＬ ２３－７０３４ 
 

家屋調査の実施にご協力をお願いします 
 家屋の新築や増築をすると、翌年度より固定資産税が課税されます。適正な税
額・評価額を算出するために、市の職員が直接お伺いして家屋調査を実施します。
市民の皆様のご理解とご協力をお願いします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○問合せ先 高萩市役所 税務課 固定資産税グループ 
ＴＥＬ ２３－２１１５ 

１０月１日 国勢調査を実施します。 
◇９月中旬頃 調査員がお伺いします。調査へのご協力をお願いいたします。 

○国勢調査の問合せ先 高萩市役所 総務課 ☎23－2119  
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家屋に対する固定資産税は、１月１日現在の状況により課税されます。家屋を取り壊した場合

は、翌年度から課税対象外になりますので、お早めにご連絡をお願いします。 

※法務局で滅失登記の届出をされた場合は、市への連絡は必要ありません。 

家屋を取り壊した場合は連絡を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市職員は、調査の際には必ず身分証明書（固定資産評価補助員証）を携行します。 

※評価額は、実際の購入価格とは異なります。地方税法により、家屋の構造や資材を「固定資産評価基準」

に当てはめ、家屋の評価額を決定するよう定められています。 

①把握 
建築確認申請、
現地巡回、登記
等により、新
築・増築家屋の
把握 

②依頼 

所有者の方宛
に「家屋調査に
ついて」の依頼
文書を郵送 

③調整 

依頼文書に返
信いただき、調
査の日時を調
整 

④調査 

お約束の日時に市職員（通常２
名）が調査にお伺いして、間取
り、内部や外部の資材、建築設
備等を確認（40～50 分程度） 

家屋調査までの流れ 


